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研究の背景と目的 
現代は多くの物質や情報で溢れかえっている時代であ

る。物質と情報及びそれらによって引き起こされる事象

をコンテンツと定義する。コンテンツの量や種類は、捨

てたり仕舞いこんだりすることでそれを排除しようとし

ても際限がないほど多く、人々はコンテンツを自己の生

活から追い出すことに躍起になり疲弊している。 
膨大なコンテンツと人とが共存する方法はあるのだろ

うか。両者の距離や関係性を再構築することで、コンテ

ンツが真に人の心や身体の延長として存在可能である空

間を見出すことが本研究の目的である。 
 

シチュアシオニストの心理地理学 
コンテンツと人との距離や関係性については多くの研

究がなされてきた。１９５０年代から７０年代にシュル

レアリストから派生しヨーロッパを中心に活動した前衛

グループ「シチュアシオニスト・インターナショナル

（ＳＩ）」が掲げる学問体系・方法概念に、「心理地理学」

がある。 
計画的・資本的に構築された均質な都市計画や、それ

を表現する方法としての既存の地図に対し彼らは異議を

唱えている。また、都市空間が孕む心理的な要素を表現

する上で物同士の前後の関係性、つまり隣接した所や直

前／直後に何が存在するのかという性質を重視している。 
	
 上記の主張は妥当であると考えられるが、建築の設計

手法としての有り様については未だ未解決である。本研

究では、コンテンツと人との距離や関係性を再構築する

ための設計手法を議論するのに、前後関係を重視すると

いうアプローチをとる。 
 
 

フラクタル、空間充填、スケールレス 
生活空間に存在するコンテンツには、様々な大きさや

種類のものが含まれる。それらすべてを同等に扱うこと

で、「どの程度大切か」という指標によって任意の前後関

係にコンテンツを配置変更できるような空間モデルを生

成し、コンテンツがより人の心身の延長として機能する

ような新たな関係性を構築したい。 
そのための手段として、フラクタルな形状を用いる。

フラクタルとは自然界のデザイン等に共通してみられる

幾何学的概念で、自己相似性（部分の拡大が全体と、全

体の縮小が部分と一致する性質）という特徴を持つ図形

のことである。 
さらに、生成されたフラクタルな形状で空間充填する。

空間充填とは、空間内を立体で隙間なく埋め尽くす操作

を表す幾何学の用語である。 
部分と全体とが一致する図形が隙間なく存在すること

で、どこまでも細分化でき、同時に無限に広げることの

可能なスケールレスな空間が成立する。 
 

７つのモジュールと変則グリッド 
フラクタルな建築をつくる工程で、表１のように７つ

のモジュール（XXS、XS、S、M、L、XL、XXL）を設定
する。各モジュールは累乗の関係となっており、前後の

モジュールとは２乗の関係となる。 
 

公のヴォイド／私のヴォイド 
各空間の前後関係を強化し視覚化するため、壁、床、

天井の交点に空隙を設ける（図１）。上下左右８つの空間

が接続されることから、これを公のヴォイドと定義する。 
 
 表１	
 ７種のグリッド 
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それに対し、壁、床、天井に囲まれている従来の空間が

ある。これを私のヴォイドと定義する。公のヴォイドは

面の欠損として認識できるが、私のヴォイドはその場に

充填された空隙であるため、それぞれ実のヴォイド／虚

のヴォイドで構成されていると言い換えることも可能で

ある。  
同一モジュールにおいて、公のヴォイドのサイズは私

のヴォイドの約６４分の１の体積となる。これを上記の

グリッドに当てはめたものが図２である。一辺が 40ｍの
立方体には、最小単位である SSS のボリュームが 2 の 21
乗（＝2097152＝2メガ）個、含まれることになる。 

 
図１	
 ２種のヴォイド概念図 

 
図２	
 空間モデル 

プログラム：複合施設（学生寮、学校のサテライトオフ

ィス等） 
「好きなもの」の持つ性質の一種として「専門性」が

挙げられることについては疑いない。したがって、専門

性を極めるための場である教育機関をプログラムとして

扱うことは妥当であると考えられる。 
 

敷地：東京都渋谷区 
敷地は東京都渋谷区宇田川町に設定された（図３）。渋

谷駅から NHK センターの方へ向かって登ってゆく井の頭
通りの坂の一番上となる。 
渋谷区には数多くの大学、短大、予備校、スクール等

がある（図３の黒い面積。渋谷区ホームページより）。し

かしそれらの学校が活発に交流している事実は確認でき

ない。また、社会人と学生との交流に関しても、十分だ

という事実は認められない。 
したがって、渋谷区の学校のサテライト・オフィス、

それらの学校の学生用の寮、さらに周辺で働く人々のコ

ワーキングスペースを新たに設計する必要がある。それ

により、従来のプログラムには見られなかった、異なる

専門性を持つ人々の接触・関係をつくることが可能であ

ると考えられる。 

 
図３	
 渋谷区の教育施設と敷地の位置 

設計プロセス 
1. 土地の傾斜に合わせ、３．２％ずつ上下にグリッ

ドをずらしていく。それによりゆらぎが発生する。 
2. 太陽光や敷地へのアクセス等を計算し、外とのつ

ながりを持つヴォイドを外壁に設ける。 
3. どのグリッドを適用するかにより素材を変化させ、

行為を誘発する。 
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